
ポートフォリオ 
「学びノート」で 
学びを見える化 

平成28年度大学図書館職員短期研修第6班 
テーマ３図書館と学内他部門及び教員との連携による課

題解決を考える(教育・学習支援) 
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大学の目標  

社会人になっても 
自分で学び続ける人を

育てる 
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現状の課題 

• 学生にとって 
自分の「情報リテラシー」の習熟度が把握できて
いない 

 
• 教員にとって 
学生の「情報リテラシー」がわかりにくい 
 

• 大学図書館にとって 
個別の学生が見えない 
個々のイベントの位置づけが曖昧(対症療法的？) 

 3 



「学びノート」による 
見える化 

教育支援システムと一体化したアプリの提案 

新たな業務として 
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効果 
• 学生にとって 

– 振り返り、積み重ねができ、学び続ける 
– これを受けたら、これ！(スタンプラリー) 

 
• 教員にとって 

– 指導方法の見直し 
– 習熟度別の授業 

 
• 図書館にとって 

– 講習会等イベントの参加率の上昇、イベントの評価 
– 個別の学生の実態の把握 
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「学びノート」の全体像 
• 「情報リテラシー」体系表 

– 学内のイベントを組み込む 
– 学修のロードマップ 

 
• 探索行動 

 
• パーソナルデータ 

– 受講授業データ 
 

• その他機能 

学びの見える化 
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「情報リテラシー」体系表 

• 国立大学図書館協会教育学習支援検討特別
委員会「高等教育のためのリテラシー基準
2015年度版」活用体系表を基に大学独自の
体系表を作成する
http://www.janul.jp/j/projects/sftl/sftl201503b.pdf 
–図書館のイベントを挿入する 
–リテラシーに関係する他部署のイベントを追加
する 

–学年暦と体系表を連携させる 
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「高等教育のためのリテラシー基準」  
活用体系表 

イベントカレンダー 

OPAC講習会(４月) 8 



探索行動(任意機能) 

• 検索キーワードとヒット件数を基に探索
行動を記録 

• 記録を基に図書館員が適切なキーワード
をアドバイスする 
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パーソナルデータ 

• 教育支援システムと連携 
 

• 生涯学習 
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「学びノート」機能と効果 

• アンケート 
– イベントの評価、食べログ的な宣伝 

 
• イベントの予約 

 
• 読書記録  

– 読書通帳、ブクログなど 
 

• 交流の場 
– 受講者同士、これから受講する人、図書館員 
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連携先 

学びノート 
アプリ 

学 生 

教 員 

教務課 アプリ    
開発会社 

図書館 

ライティング 
センター 

留学生    
センター Ｔ Ａ 

12 



連携の中で起こりうる障害 
ボトルネックと解決策 

• 連携先との相互理解の不足 
– 他部署「こっちも忙しい」 
– 学生「めんどくさい」 
– 教員「それ、メリットあるの？」 

 
 

 
• 大学としてのミッションを共有する 
• 自らの業務を説明できる 
• 連携先に求めることをはっきりさせ、それに
より図書館ができることを提示する 
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アプリの運用上の課題と解決策 

• 個人情報の運用 
–個人のログをとること：「同意書」をとる(新
入生・在校生) 

–図書館がログを利用すること：アプリ上の
「説明書」を読んだ上で押せる「同意ボタ
ン」を設置 
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アプリの運用上の課題と解決策 

• アプリを使うメリット 
–アプリの義務化 
–ゲーム化(隠れモンスター、レベルアップ) 
–スタンプラリー制 
–相乗効果(SNS) 

 



ロードマップ 

 
 
 
 
 
 

• 広報 
– リポジトリでのノウハウや教員とのつながりをい
かす 

連携 

スタート 

体系
表作
成 

アプリ 

仕様書 

アプリ
開発 

広報 

「同意
書」 

運用開
始 
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まとめ 

一回生   二回生  三回生  四回生 
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